
 

 

 

出典：  Findings from the 2018 Willis Towers Watson Management Liability (Directors and Officers) U.S. Survey 

会社役員を調査対象とした企業リスク調査結果（弊社実施）について 

調査結果から見えるトレンド（1）

1. 会社役員にとっては、「サイバーリスク」や

「従業員を発端としたクレームリスク」が最

大のリスク懸念事項。

2. 驚くべきことに「投資家を発端とするクレー

ムリスク」を懸念事項としているのは、30％

の会社役員のみ。 

「企業が抱えるリスクは何か」という質問への回答 

米国企業の会社役員が想定している企業リスクに

ついて調査を実施。対象業種と従業員規模は右記

の通り。

株式公開企業の内、83％の企業が「役員責任賠償

保険を購入している」と回答。

株式非公開企業の内、 68％の企業が「役員責任賠

償保険を購入している」と回答。

調査結果から見えるトレンド（2）

1. 役員賠償責任保険（D&O保険）への最優先

付保内容については、驚くべきことに77％

の企業が「企業への調査費用を最優先付

保内容としたい」と回答。

2. しかしながら、実際に現在購入されている

役員責任賠償保険では、上記回答や意識

を反映した内容となっていないのが実情。

調査結果から見えるトレンド（3）

1. 92％の企業で、「社内調査を実

施した案件について、保険会社

にクレーム報告していない事案

がある」と回答。

「D&O保険における最優先付保内容は？」という質問への回答 

「過去、以下事案を経験したか？クレーム報告は行ったか？」という質問への回答 

【注】本情報は主題内容に関する一般的な情報を提供することを目的としており、法律上、会計上、及び税務上のアドバイスを目的としたものではありません。法律上、税務上、及び会計上の義

務・条件に関する事項につきましては専門家にご相談下さい。 
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